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積水樹脂グループの「環境・社会報告書2021」をお読みいただきありがとうございました。
今後、さらに環境ならびに社会的な取り組みを進めるとともに、わかりやすい環境・社会
報告書を作成するために、皆様のご意見、ご感想をお聞かせください。
お手数ですが、右記のQRコードをスマートフォン等で読み取り頂き、アンケートに御協力
いただければ幸いです。

積水樹脂グループ 「環境・社会報告書2021」 アンケートのお願い

積水樹脂グループ 環境・社会報告書2021 アンケートHP
https://www.enq-plus.com/app/enq/sekisuijushi/environment/terms/

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動
します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

当社は「国連生物多様性の10年日本委員会」
(UNDB-J)サポーターとして様々な活動を支援
しています。

当社は「公益財団法人交通遺児育英会」の
活動に協賛しています。

https://www.sekisuijushi.co.jp/environment/
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積水樹脂グループの経営理念

積水樹脂グループは、

複合技術による価値ある製品の

創造とサービスを通じて社会の

安全・安心・環境に貢献する

企業グループを目指します。

本報告書の対象

2020年度

■対象期間 本報告書は、積水樹脂グループの環境・社会活動についてご

報告するとともに、環境・社会活動のさらなる向上を目指し、

ステークホルダーのみなさんとコミュニケーションを図ることを目的

として発行しています。また、本報告書は会社案内も兼ねて作

成し、当社グループの理念、事業活動、製品等についてもご

報告しています。なお、掲載項目については、環境省「環境報

告ガイドライン（2012年度版）」を参考にしながら、当社グ

ループの活動に照らして、重要な項目に絞りご報告しています。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ（本報告書の構成／目次）

https://www.sekisuijushi.co.jp/
積水樹脂㈱ホームページ

コーポレートガイド

環境報告 社会性報告

データ編

ＧＳ

サイトレポート

ガバナンス報告

▶Ｐ.１~

▶Ｐ.37~
▶Ｐ.45~

▶Ｐ.11~ ▶Ｐ.21~ ▶Ｐ.33~

※重要事項については、2020年度以前・以降のものも報告しています。

国内グループ会社は2020年4月1日から2021年3月31日まで
海外グループ会社は2020年1月1日から2020年12月31日まで

( )

■対象範囲

積水樹脂株式会社および

連結対象の国内・海外グループ会社

※重要事項については、上記以外の海外グループ会社につきましても
対象としています。

編集方針

本報告書と他の開示資料との関係

本報告書においては、当社グループの非財務情報〔ESG

情報：環境(Environment)・社会性(Social) ･ガバ

ナンス(Governance)〕 のうち、主に環境・社会性に

関する情報を中心に掲載しております。当社グループの

財務情報及びガバナンスに関する情報の詳細につきまし

ては、右記の資料において開示しており、これらはすべて

当社ホームページからご確認いただけます。

●：具体的に開示 〇：概要・若干の言及

環境

( Environment)

社会性

(Social)

ガバナンス

(Governance)

環境・社会報告書 〇 ● ● 〇

株主総会招集通知

（事業報告・計算書類・参考書類）
● 〇

有価証券報告書、四半期報告書 ● ●

決算短信 ● 〇

コーポレートガバナンス報告書

（東京証券取引所への提出書類）
〇 〇 ●

株主通信

（期末報告書・中間報告書）
〇 〇 〇 〇

アニュアルレポート（英文） 〇 〇 〇 〇

開示資料 財務情報

非財務情報(ESG情報)

積水樹脂グループの活動を通じてSDGs（※）への貢献を果たしてまいります

●「環境報告」では、地球環境調和型製品の紹介や環境負荷の低減、環境貢献活動などの取り組みについて報告しています。

●「社会性報告」では、社会的な課題の解決、社会貢献活動、職場環境・人材育成などの主要な取り組みを報告しています。

●「ガバナンス報告」では、コンプライアンス、リスクマネジメント、品質管理活動などの主要な取り組みを報告しています。

（※） 「SDGs」とは

2015年9月の国連サミットで採択された2030年までの国際社会共通の目標。

持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲット（具体目標）か

ら構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを誓っています。SDGsは発展

途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサルな目標であり、政府・企

業・個人が、貢献できる課題解決に積極的に取り組むことが推奨されています。

当社グループは、経営理念である「価値ある製品の創造とサービスを通じて社会の安全・安心・環境に貢献」する活動により、

世界共通の目標である「SDGs」への貢献を果たしてまいります。

本報告書では、当社グループの主要な活動について、「環境報告」「社会性報告」「ガバナンス報告」の中で対応する

「SDGs」の目標を明示しています。

Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）
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Ｅ 環境への取り組み

取り組み方針 主な取り組み事例 主なSDGs

●事業・製品による環境
貢献

・地球環境調和型製品の拡大 目標 9 産業と技術革新の基盤をつくろう

目標 11 住み続けられるまちづくりを

●事業活動における
環境負荷の低減

・CO2削減、廃棄物削減
・３Ｒの取り組み

目標 7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに

目標 12 つくる責任 つかう責任

●環境貢献活動の推進 ・国連生物多様性の10年日本委員会
への支援

・企業連携による生物多様性の保全活動
（生物多様性びわ湖ネットワーク活動）

・グループ各事業所での環境保全活動

目標 15 陸の豊かさも守ろう

目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう

▶環境報告 Ｐ.11 ～Ｐ.20

Ｓ 社会への取り組み

取り組み方針 主な取り組み事例 主なSDGs

●事業を通じて
「社会の安全・安心」
へ貢献

・交通安全対策
（車両停止・スピードダウン）

目標 3 すべての人に健康と福祉を

目標 8 働きがいも 経済成長も

目標 11 住み続けられるまちづくりを

目標 13 気候変動に具体的な対策を
・防災・減災対策
（通信による事前の注意喚起）

・インフラの長寿命化対策

・人手不足対策（省人・省力化）

・森林保全（森林吸収源対策）

・新型コロナウイルス感染対策

●社会貢献活動 ・地域社会への貢献
・事業と関連する社会貢献活動
・身近なところで取り組める社会貢献

目標 4 質の高い教育をみんなに

目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう

●従業員と社内風土、
労働安全衛生活動

・人権を尊重した企業経営
・働き方改革、働きがいの向上と人材育成

・労働安全衛生活動

目標 5 ジェンダー平等を実現しよう

目標 8 働きがいも 経済成長も

▶社会性報告 Ｐ.21 ～Ｐ.32

Ｇ ガバナンスの取り組み

取り組み方針 主な取り組み事例 主なSDGs

●会社の持続的成長を
支える経営基盤の強化

・コーポレートガバナンス 目標 12 つくる責任 つかう責任

目標 16 平和と公正をすべての人に
・コンプライアンス

・リスクマネジメント

・品質管理活動

▶ガバナンス報告 Ｐ.33 ～Ｐ.36

2020年度における、当社グループのESGに関する主要な取り組みをご報告いたします

積水樹脂グループのESGに関する基本的な考え方
当社グループは、SDGｓ (持続可能な開発目標)が目指す持続可能な社会の実現に向け、ESG

（環境・社会・ガバナンス）経営を基軸に経営基盤を強化し、中長期的な視点で企業価値を向上させる

ことによりグループの永続的な発展を実現します。

そのため、グループの総合力を最大限に発揮し、CSV（Creating Shared Value；共有価値の創造）

の考えをもって事業活動を通じた社会的な課題解決に向け、世界的な環境意識の高まりを踏まえつつ新た

な製品・サービスを提案し続けるとともに、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う社会の変化など絶えず変容

するニーズに対し、先進的なイノベーションと新しい価値の創造を通じて、人々のくらしに安全・安心を提供し

つづける企業グループを目指します。

推進体制
当社グループでは、2001年に「全社環境委員会」を設置、2005年に「全社環境社会委員会」に名称変

更し、環境面・社会面での取り組みを推進してまいりました。この度、サステナブルな社会の実現に向けた取

り組みをグループ全社で横断的に推進するべく、「全社環境社会委員会」を発展的に解消し、『SJCグルー

プ サステナビリティ推進委員会』を設置しました。(33ページ コーポレートガバナンス体制図参照)

サステナビリティに関する方向性の検討、目標設定および進捗状況のモニタリング、達成内容の評価等を行

うことで、当社グループの永続的な発展とサステナブルな社会の実現に向けて取り組んでまいります。

脱炭素への取り組み：太陽光発電システムの導入TOPICS

脱炭素社会の実現に向けた取り組みの一環として、滋賀工場

内にある性能確認試験走路「道夢道(どうむどう)」に太陽光発

電システムを設置しました。(2021年11月より稼動)

発電した電力により、道夢道内の全電力消費をまかなうとともに、

余剰分は滋賀工場の生産活動に活用します。

道夢道設置 太陽光発電システム

【実施事項】

サステナビリティに関する次の事項

• 基本方針の企画、検討、決定

• 事業活動への提言

• 活動計画の審議、決定と進捗管理

• 重要事項の審議、決定

• 各部会における重要事項の審議
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Ｅ 環境への取り組み

取り組み方針 主な取り組み事例 主なSDGs

●事業・製品による環境
貢献

・地球環境調和型製品の拡大 目標 9 産業と技術革新の基盤をつくろう

目標 11 住み続けられるまちづくりを

●事業活動における
環境負荷の低減

・CO2削減、廃棄物削減
・３Ｒの取り組み

目標 7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに

目標 12 つくる責任 つかう責任

●環境貢献活動の推進 ・国連生物多様性の10年日本委員会
への支援
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・グループ各事業所での環境保全活動

目標 15 陸の豊かさも守ろう
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・交通安全対策
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目標 13 気候変動に具体的な対策を
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・身近なところで取り組める社会貢献

目標 4 質の高い教育をみんなに

目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう
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・人権を尊重した企業経営
・働き方改革、働きがいの向上と人材育成
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Ｇ ガバナンスの取り組み

取り組み方針 主な取り組み事例 主なSDGs

●会社の持続的成長を
支える経営基盤の強化
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当社グループは、SDGｓ (持続可能な開発目標)が目指す持続可能な社会の実現に向け、ESG

（環境・社会・ガバナンス）経営を基軸に経営基盤を強化し、中長期的な視点で企業価値を向上させる

ことによりグループの永続的な発展を実現します。

そのため、グループの総合力を最大限に発揮し、CSV（Creating Shared Value；共有価値の創造）

の考えをもって事業活動を通じた社会的な課題解決に向け、世界的な環境意識の高まりを踏まえつつ新た

な製品・サービスを提案し続けるとともに、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う社会の変化など絶えず変容

するニーズに対し、先進的なイノベーションと新しい価値の創造を通じて、人々のくらしに安全・安心を提供し
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推進体制
当社グループでは、2001年に「全社環境委員会」を設置、2005年に「全社環境社会委員会」に名称変

更し、環境面・社会面での取り組みを推進してまいりました。この度、サステナブルな社会の実現に向けた取

り組みをグループ全社で横断的に推進するべく、「全社環境社会委員会」を発展的に解消し、『SJCグルー

プ サステナビリティ推進委員会』を設置しました。(33ページ コーポレートガバナンス体制図参照)

サステナビリティに関する方向性の検討、目標設定および進捗状況のモニタリング、達成内容の評価等を行

うことで、当社グループの永続的な発展とサステナブルな社会の実現に向けて取り組んでまいります。

脱炭素への取り組み：太陽光発電システムの導入TOPICS
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環境経営理念

我々は、かけがえのない「地球」を、環境破壊・資源枯渇などの環境問題から保護することを最

重要課題と認識し、地球に優しい環境調和型製品・事業活動を通じて「地球と人類の永続的

調和」及び「人間性豊かな生活環境づくり」に貢献します。

トンボは成長に応じて多様な環境を利用するため環境指標種とされてお

り、滋賀工場では生物多様性保全活動の一つとして、ハッチョウトンボの

保全をおこなっています。ハッチョウトンボは体長わずか約2cmの日本一

小さなトンボで、滋賀県を含めた多くの府県で希少種となっています。

滋賀工場には貧栄養湿地が複数個所現存しており、例年ハッチョウトン

ボの生息を確認することができますが、近年の温暖化や異常気象の影響

により湿地の乾燥化など、環境の悪化が懸念されています。2015年からは専門家によるモニタリング調査を開始し、湿

地再生を目的とした土壌の掘り下げや生きものの生態系にあわせた除草を定期的に行い、生息環境の保全に取り組

んでいます。

TOPICS

「地球のために 子供たちの未来のために」

環境経営方針

「資源は節減・循環、廃棄はゼロ、環境は改善・保全」

１．地球環境に対し、「廃棄はゼロ、環境は改善・保全」を目標として活動し、

社会的責任を果たします。

２．地球環境調和型製品の開発を通じて、「資源は節減・循環」 に貢献します。

第7次環境３ヵ年計画 （2019~2021年度） 環境活動の取り組み

事業・製品による環境貢献

環境貢献活動

事業活動における環境負荷の低減
（2018年度比） 15～16ページ13～14ページ

19～20ページ

CO₂排出量
（海外含む）

＜2020年度実績＞

＜2020年度実績＞
8.1％ 削減

地球環境調和型新製品

＜2020年度 実績 ＞
●売上高比率 ：39.9％ ●上市件数： 43件/年

環境報告

当社グループの取り組み SDGsへの貢献

事業活動における
環境負荷の低減

事業・製品による環境貢献

3Rへの取り組み

環境貢献活動

●環境コミュニケーション
「国連生物多様性の10年日本委員会への協賛継続」 など

●生物多様性の保全活動
企業連携による生物多様性の保全活動 など

廃棄物排出量
（海外含む）

＜2020年度実績＞
原単位（※）

11.4％削減

PRTR法に基づく
化学物質排出量

＜2020年度実績＞
原単位（※）

10.7％削減

日本一小さなトンボ「ハッチョウトンボ」の保全活動

生態系にあわせた除草

湿地再生のための土壌掘り下げ

■地球環境調和型製品の拡大

■CO₂排出量削減
■省エネルギー
■廃棄物削減
■化学物質削減

■リデュース・リユース・リサイクル

■環境コミュニケーション
■生物多様性 の保全活動

エネルギー使用量
（海外含む）

＜2020年度実績＞
原単位（※）

7.6％ 削減

ハッチョウトンボ（オス）

(※) 原単位とは 製品の一定量を生産するのに必要な各生産要素（エネルギー、原材料など）の量及び排出される環境負荷量です。
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社内基準を満たす環境面で有効な製品です

地球環境調和型製品とは

地球環境調和型製品は、以下のいずれかの社内基準を満たす、環境面で有効な製品としています。

製品の開発・設計から使用・廃棄までの段階で環境に配慮した地球

環境調和型製品を通じて、環境負荷の低減に取り組んでいます

事業・製品による環境貢献

基準 1

製品のライフサイクルの
いずれかの段階において
環境負荷を低減させる

ように設計された
製品

基準 2 基準 3

エコマーク等、外部機関
や自治体の環境製品
認定基準に適合した

製品

納入先が要求する
環境基準を満足する
ように設計された製品

地球環境調和型製品の売上高比率と新製品上市件数

製品売上高比率は39.9％、新製品上市件数は43件

当社グループは、事業活動を通じた環境負荷低減への取り組みとして、地球環境調和型製品の開発と普及を推進して

います。2020年度におきましては地球環境調和型製品の売上高比率は39.9％、新製品上市件数は43件となりました。

2021年度より、これまでの地球環境調和型製品に社会貢献製品を加え、「サステナビリティ貢献製品」とし、更なる強化、

拡充を図ってまいります。

地球環境調和型製品

製品総数 740件=

地球環境調和型製品の売上高比率は、
以下の式により算出します

地球環境調和型製品
の売上高比率

地球環境調和型
製品売上高（※１）

全製品売上高（※2）

（※1）2002年度以降認定された地球環境調和型製品の当該年度の売上高

（※2）当該年度の製品売上高合計

2020年度
売上高比率

39.9％

2020年度
上市件数

43件

地球環境調和型製品の売上比率

地球環境調和型製品の一例

広域認定制度を活用したリサイクル
リサイクルスノーポール

灯具のLED省電力化
街路灯

太陽エネルギー
の利用

CO₂削減

消費電力の低減
デジタルピッキングシステム

生産工程での
環境負荷低減

パネル部材を無溶接化
パネル接合部の無溶接化
勾配対応柵「フレックスロープ」

使用例
「ジスラインＳセットアップタイプ」

ソーラー小型照明灯
「ソーラールミ Ｌ１」

ソーラーLED電光表示板
「オプトマーカーⅤ」

リチウムイオン電池一体型
ソーラーLED照明

植物由来
バイオプラスチック

の利用

植物由来のバイオポリエチレン配合
環境配慮型人工芝

廃碍子利用カラー舗装材
ジスラインカラープラス

廃タイヤチップ弾性車止め
弾性カバー車止め「DK-6」

再生ポリプロピレンバンド
環境配慮型梱包用結束バンド「RX-S」

廃プラスチック再生人工木
オレンジウッドデッキ オレンジウッドベンチ テンダーウッド柵

再生材利用

太陽電池＋LED

離型紙レス
使用資材（剥離紙）を削減

ソーラー横断者注意喚起灯
「ゆずるくん」

地球環境調和型製品数（累計）
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CO₂排出量、エネルギー使用量、廃棄物排出量削減を

環境経営の重要課題と位置づけ、

生産・オフィス部門でさまざまな取り組みを行っています

事業活動における環境負荷の低減

2030年度目標：「2013年度比46%削減」を目指します

国内事業所のCO₂排出量削減

積水樹脂グループでは、事業活動による環境負荷を

低減すべく、2030年度の日本政府目標であるＣＯ2

削減目標「2013年度比46%削減」を目指し、またそ

の中期目標として2023年度のCO2排出量削減目標

を「2013年度比26%削減」に設定し、活動を推進し

ています。2020年度の国内事業所のCO₂排出量は

22.1千ﾄﾝ-CO₂で、2013年度比で23.6％削減とな

りました。目標達成に向けて脱炭素に向けた取り組み

を一層強化していきます。

国内＋海外事業所のCO₂排出量を8.1%削減
エネルギー使用量原単位を7.6％削減（2018年度比）

海外を含む生産事業所のCO₂排出量、エネルギー使用量削減への取り組み

海外を含め、生産事業所では生産プロセスの改善や省エネ機器への更新、照明設備のLED化、エネルギー転換、オフィ

スでは省エネ・節電などを積極的に行い、事業活動におけるCO₂排出量やエネルギー使用量の削減に取り組んでいます。

2020年度は2018年度比でCO₂排出量を8.1%、エネルギー使用量原単位を7.6％削減しました。今後も、引き続き､

ハード･ソフトの両面から、省エネ活動・効率改善を図っていきます。
PRTR法（※）対象化学物質の排出量・移動量
原単位10.7％削減（2018年度比）

PRTR法 対象化学物質排出量・移動量削減への取り組み

PRTR法対象化学物質の削減に向けて、対象化学物

質の非含有タイプ原材料への切り替えや、製造プロセス

における使用効率の改善などに取り組んでいます。 具体

的には、路面標示材において、PRTR対象物質非含有

への切り替えなど、対象化学物質の削減を行っており、

2020年度のPRTR法対象化学物質の排出量・移動量

原単位は2018年度比で10.7％と大幅に削減しました。

また、化学物質の使用量管理、盗難・紛失防止の強化

にもつとめています。今後も更なる使用効率の改善や対

象化学物質の低含有タイプへの切り替えを進めていきま

す。

有価物も含めた廃棄物の削減に取り組んでいます

生産事業所における廃棄物削減の取り組み

2010年度より排出物の削減を目的として、有価物を含めた廃棄物の削減目標を設定し取り組みを行っています。2020年度

は工程ロス材の場内循環利用に向けた取り組みが大きく貢献し、廃棄物の排出量原単位は2018年度比11.4％と大幅な削

減を達成しました。循環型社会へ貢献していくためにも「つくる責任」として、引き続き、「3R（Reduce：発生抑制、Reuse：

再使用、Recycle：再資源化）活動」を推進し、廃棄物の削減につとめます。

※ 海外生産事業所においては、売上高を2018年の為替レートで円換算し、原単位を算出しています。

排出量

8.1％
削減

原単位

7.6％
削減CO₂排出量と原単位

国内事業所・海外事業所
エネルギー使用量と原単位
国内事業所・海外事業所

※GJ（ギガジュール）＝10⁹J（エネルギーの単位）

2020年度 生産事業所の廃棄物発生・処理状況（国内）

原単位

11.4％
削減

廃棄物排出量と原単位
国内事業所・海外事業所

原単位

10.7％
削減PRTR法 対象化学物質

排出量・移動量と原単位
国内事業所

（※）PRTR法
PRTR法とは正式名称を「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」といいます。人の健康や生態系に有害なおそれがある化学物質につい
て環境中への排出量及び廃棄物に含まれての移動量を事業者が自ら把握して、行政に報告し、さらに行政は事業者からの報告や統計資料を用いた推計に基づき排出量・移動量
を集計・公表する制度です。

CO₂排出量
国内事業所

排出量

23.6％
削減
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CO₂排出量、エネルギー使用量、廃棄物排出量削減を

環境経営の重要課題と位置づけ、

生産・オフィス部門でさまざまな取り組みを行っています

事業活動における環境負荷の低減

2030年度目標：「2013年度比46%削減」を目指します

国内事業所のCO₂排出量削減

積水樹脂グループでは、事業活動による環境負荷を

低減すべく、2030年度の日本政府目標であるＣＯ2

削減目標「2013年度比46%削減」を目指し、またそ

の中期目標として2023年度のCO2排出量削減目標

を「2013年度比26%削減」に設定し、活動を推進し

ています。2020年度の国内事業所のCO₂排出量は

22.1千ﾄﾝ-CO₂で、2013年度比で23.6％削減とな

りました。目標達成に向けて脱炭素に向けた取り組み

を一層強化していきます。

国内＋海外事業所のCO₂排出量を8.1%削減
エネルギー使用量原単位を7.6％削減（2018年度比）

海外を含む生産事業所のCO₂排出量、エネルギー使用量削減への取り組み

海外を含め、生産事業所では生産プロセスの改善や省エネ機器への更新、照明設備のLED化、エネルギー転換、オフィ

スでは省エネ・節電などを積極的に行い、事業活動におけるCO₂排出量やエネルギー使用量の削減に取り組んでいます。

2020年度は2018年度比でCO₂排出量を8.1%、エネルギー使用量原単位を7.6％削減しました。今後も、引き続き､

ハード･ソフトの両面から、省エネ活動・効率改善を図っていきます。
PRTR法（※）対象化学物質の排出量・移動量
原単位10.7％削減（2018年度比）

PRTR法 対象化学物質排出量・移動量削減への取り組み

PRTR法対象化学物質の削減に向けて、対象化学物

質の非含有タイプ原材料への切り替えや、製造プロセス

における使用効率の改善などに取り組んでいます。 具体

的には、路面標示材において、PRTR対象物質非含有

への切り替えなど、対象化学物質の削減を行っており、

2020年度のPRTR法対象化学物質の排出量・移動量

原単位は2018年度比で10.7％と大幅に削減しました。

また、化学物質の使用量管理、盗難・紛失防止の強化

にもつとめています。今後も更なる使用効率の改善や対

象化学物質の低含有タイプへの切り替えを進めていきま

す。

有価物も含めた廃棄物の削減に取り組んでいます

生産事業所における廃棄物削減の取り組み

2010年度より排出物の削減を目的として、有価物を含めた廃棄物の削減目標を設定し取り組みを行っています。2020年度

は工程ロス材の場内循環利用に向けた取り組みが大きく貢献し、廃棄物の排出量原単位は2018年度比11.4％と大幅な削

減を達成しました。循環型社会へ貢献していくためにも「つくる責任」として、引き続き、「3R（Reduce：発生抑制、Reuse：

再使用、Recycle：再資源化）活動」を推進し、廃棄物の削減につとめます。

※ 海外生産事業所においては、売上高を2018年の為替レートで円換算し、原単位を算出しています。

排出量

8.1％
削減

原単位

7.6％
削減CO₂排出量と原単位

国内事業所・海外事業所
エネルギー使用量と原単位
国内事業所・海外事業所

※GJ（ギガジュール）＝10⁹J（エネルギーの単位）

2020年度 生産事業所の廃棄物発生・処理状況（国内）

原単位

11.4％
削減

廃棄物排出量と原単位
国内事業所・海外事業所

原単位

10.7％
削減PRTR法 対象化学物質

排出量・移動量と原単位
国内事業所

（※）PRTR法
PRTR法とは正式名称を「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」といいます。人の健康や生態系に有害なおそれがある化学物質につい
て環境中への排出量及び廃棄物に含まれての移動量を事業者が自ら把握して、行政に報告し、さらに行政は事業者からの報告や統計資料を用いた推計に基づき排出量・移動量
を集計・公表する制度です。

CO₂排出量
国内事業所

排出量

23.6％
削減
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3Rへの取り組み

梱包資材は製品を保護するために必要なものですが、お客様に届いた後は廃棄物となり

ます。積水樹脂グループでは、改めて梱包資材の必要性を見直し、品質面と環境面を両

立すべく、梱包資材の削減に取り組んでいます。

貼付式路面標示材「ジスラインＳ」において、納入先で発生する廃棄物削減の観点から

梱包仕様を変更しました。従来品の梱包材を約3割削減することで廃棄物の削減及び、

開梱時の作業性向上にも貢献する包装仕様にしました。

物流資材の再利用

北陸積水樹脂㈱、サンエイポリマー㈱で生産しているPPバンド製品では、紙管の代わりに、

繰り返し利用（リユース）できるプラスチック製コア（リターナブルコア）を使用し、リユースする

ことで廃棄物の削減に貢献できる製品です。

梱包資材削減の取り組み

従来の梱包形態 仕様変更後の梱包形態

プラスチック製コア（リターナブルコア）は、自社においてPPバンド生産工程で発生した

型替えロス材などを再生原料化（リサイクル）し生産しているため、省資源としても貢

献しています。

プラスチック製コア（リターナブルコア）

プラスチック製コア リユースのイメージ

TOPICS マイクロプラスチック問題への取り組み

取組事例：広域認定制度（※）を活用した使用済み製品のリサイクル

資源の有効利用・廃棄物削減のため、道路交通安全製品（ジスロンパイプを使用した樹脂

製視線誘導標（デリニェーター・スノーポール））、金属樹脂積層複合板について広域認定

制度の認定を取得しています。広域認定制度に基づくリサイクルシステムを構築し、使用後廃

棄処理される製品を再度、原料として活用することで、使用済み製品廃棄物の削減・資源

循環に貢献しています。
●道路交通安全製品

●金属樹脂積層複合板

スノーポール デリニェーター

認定番号 認定年月日 認定を受けた者 対象産業廃棄物

145号 2008年6月12日 積水樹脂株式会社、東北積水樹脂株式会社 道路交通安全製品

184号 2010年3月26日 積水樹脂プラメタル株式会社 金属樹脂積層複合板

（※）広域認定制度とは

製品が廃棄物となったものであって、当該廃棄物の処理を当該製品の製造、加工、販売などの事業を行う者が広域に行うことにより、当該廃棄物の減量その他その適正

な処理が確保されることを目的として、廃棄物処理業に関する法制度の基本である地方公共団体毎の許可を不要とする特例制度です。

積水樹脂は人工芝のリーディングカンパニーとして、「既設人工芝からの流出対策」、「耐久性に優れた人工芝の開発」、

「バイオプラスチック等、環境負荷の少ない原材料の採用」、「人工芝貼り替え時

の廃棄物削減」の観点で製品を通じた環境保全に積極的に取り組んでいます。

MPフィルターGT

（※）プラスチック・スマート
世界的な海洋プラスチック問題の解決に向けて、個人・自治体・NGO・企業・研究機関など幅広い主体が連携協働して

取り組みを進めることを後押しするため、2018年10月に環境省が立ち上げたキャンペーンです。

ドリームターフ PT-RS+

『ドリームターフ PT-RS+』、『MPフィルターGT』は
「プラスチック・スマート（※）」に登録しています。

資源循環型社会への貢献のため、3R活動に取り組んでいます

積水樹脂グループでは、軽量化や省資源化、長寿命化、再利用、再生材料活用、使用済み製品の再生利用など観点

で3R活動に取り組んでいます。資源循環型社会への貢献のため、当社グループが取り組んでいる3R活動の事例をご紹介

します。

取組事例：「ジスラインS」梱包資材削減

「ジスラインS」

取組事例：PPバンド「プラスチック製コア（リターナブルコア）」の再利用

使用済み製品の再生利用

●取組事例

『ドリームターフ PT-RS+』は、環境省の 「環境技術実証事業（ETV）｣ にお

いて、人工芝メーカーとしては初となる環境技術実証モデル事業として実証完了

しました。持続性のある温度抑制機能を付与した芝葉により、夏場の暑熱環境

を改善し、快適なプレー環境を提供するとともに、非常に高い耐久性から使用中

に芝葉がちぎれにくく、廃棄物等の観点でも環境負荷の低減にも貢献できます。

また、人工芝フィールドからの芝葉やゴムチップなどの流出を抑制

するシステム『MPフィルターGT』も開発しています。 既存施設、

新規施設のいずれにも対応しており、フィールド周囲の側溝内に

設置することで、芝葉やゴムチップの流出を抑制します。
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3Rへの取り組み

梱包資材は製品を保護するために必要なものですが、お客様に届いた後は廃棄物となり

ます。積水樹脂グループでは、改めて梱包資材の必要性を見直し、品質面と環境面を両

立すべく、梱包資材の削減に取り組んでいます。

貼付式路面標示材「ジスラインＳ」において、納入先で発生する廃棄物削減の観点から

梱包仕様を変更しました。従来品の梱包材を約3割削減することで廃棄物の削減及び、

開梱時の作業性向上にも貢献する包装仕様にしました。

物流資材の再利用

北陸積水樹脂㈱、サンエイポリマー㈱で生産しているPPバンド製品では、紙管の代わりに、

繰り返し利用（リユース）できるプラスチック製コア（リターナブルコア）を使用し、リユースする

ことで廃棄物の削減に貢献できる製品です。

梱包資材削減の取り組み

従来の梱包形態 仕様変更後の梱包形態

プラスチック製コア（リターナブルコア）は、自社においてPPバンド生産工程で発生した

型替えロス材などを再生原料化（リサイクル）し生産しているため、省資源としても貢

献しています。

プラスチック製コア（リターナブルコア）

プラスチック製コア リユースのイメージ

TOPICS マイクロプラスチック問題への取り組み

取組事例：広域認定制度（※）を活用した使用済み製品のリサイクル

資源の有効利用・廃棄物削減のため、道路交通安全製品（ジスロンパイプを使用した樹脂

製視線誘導標（デリニェーター・スノーポール））、金属樹脂積層複合板について広域認定

制度の認定を取得しています。広域認定制度に基づくリサイクルシステムを構築し、使用後廃

棄処理される製品を再度、原料として活用することで、使用済み製品廃棄物の削減・資源

循環に貢献しています。
●道路交通安全製品

●金属樹脂積層複合板

スノーポール デリニェーター

認定番号 認定年月日 認定を受けた者 対象産業廃棄物

145号 2008年6月12日 積水樹脂株式会社、東北積水樹脂株式会社 道路交通安全製品

184号 2010年3月26日 積水樹脂プラメタル株式会社 金属樹脂積層複合板

（※）広域認定制度とは

製品が廃棄物となったものであって、当該廃棄物の処理を当該製品の製造、加工、販売などの事業を行う者が広域に行うことにより、当該廃棄物の減量その他その適正

な処理が確保されることを目的として、廃棄物処理業に関する法制度の基本である地方公共団体毎の許可を不要とする特例制度です。

積水樹脂は人工芝のリーディングカンパニーとして、「既設人工芝からの流出対策」、「耐久性に優れた人工芝の開発」、

「バイオプラスチック等、環境負荷の少ない原材料の採用」、「人工芝貼り替え時

の廃棄物削減」の観点で製品を通じた環境保全に積極的に取り組んでいます。

MPフィルターGT

（※）プラスチック・スマート
世界的な海洋プラスチック問題の解決に向けて、個人・自治体・NGO・企業・研究機関など幅広い主体が連携協働して

取り組みを進めることを後押しするため、2018年10月に環境省が立ち上げたキャンペーンです。

ドリームターフ PT-RS+

『ドリームターフ PT-RS+』、『MPフィルターGT』は
「プラスチック・スマート（※）」に登録しています。

資源循環型社会への貢献のため、3R活動に取り組んでいます

積水樹脂グループでは、軽量化や省資源化、長寿命化、再利用、再生材料活用、使用済み製品の再生利用など観点

で3R活動に取り組んでいます。資源循環型社会への貢献のため、当社グループが取り組んでいる3R活動の事例をご紹介

します。

取組事例：「ジスラインS」梱包資材削減

「ジスラインS」

取組事例：PPバンド「プラスチック製コア（リターナブルコア）」の再利用

使用済み製品の再生利用

●取組事例

『ドリームターフ PT-RS+』は、環境省の 「環境技術実証事業（ETV）｣ にお

いて、人工芝メーカーとしては初となる環境技術実証モデル事業として実証完了

しました。持続性のある温度抑制機能を付与した芝葉により、夏場の暑熱環境

を改善し、快適なプレー環境を提供するとともに、非常に高い耐久性から使用中

に芝葉がちぎれにくく、廃棄物等の観点でも環境負荷の低減にも貢献できます。

また、人工芝フィールドからの芝葉やゴムチップなどの流出を抑制

するシステム『MPフィルターGT』も開発しています。 既存施設、

新規施設のいずれにも対応しており、フィールド周囲の側溝内に

設置することで、芝葉やゴムチップの流出を抑制します。
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TOPICS

作戦① 探そう

夏休みトンボ観察会（※）

様々な環境活動団体と連携し、

生物多様性の保全に積極的に取り組んでいます

環境貢献活動

「国連生物多様性の10年日本委員会」への協賛
生物多様性の保全と持続可能な利用に資する活動に協賛するべく、2010年より「国連生

物多様性の10年日本委員会」に継続して支援を行っています。2030年にむけた新たなプ

ラットフォームにおきましても、引き続き支援していきます。

「SATOYAMAイニシアティブ推進ネットワーク」への参画
2010年10月に開催された生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）において、

「SATOYAMAイニシアティブ」が提唱され、2013年9月13日には、里山保全の全国組織

となる「SATOYAMAイニシアティブ推進ネットワーク」が設立されました。当社は本ネットワーク

設立準備段階より参画しています。これからも本ネットワークと連携し、「SATOYAMAイニシ

アティブ」の「普及啓発」「情報発信」「対話と実践」に取り組んでいきます。

「生物多様性びわ湖ネットワーク」への参画
積水樹脂㈱が参画する生物多様性びわ湖ネットワークは、滋賀県に拠点を

持つ異業種の企業8社（※）が、滋賀県の生物多様性を保全することを

目的に、2016年に発足した任意団体です。本ネットワークでは、

「トンボ100大作戦～滋賀のトンボを救え！～」と題したプロジェクトを2016年から開始し、県内で確認されている100種

のトンボを指標とした生物多様性保全活動を展開しています。プロジェクトでは、「滋賀県のトンボ100種を探そう！」「滋

賀県のトンボを守ろう！」「みんなに知らせよう！」の3つの作戦を掲げて、各企業の持つ緑地や湿地､池の管理や定期的

なモニタリング、周辺地域の自然の現状把握、ビオトープの整備や外来生物の駆除、自然観察会や活動の展示・発表な

どに取り組んできました。2020年からは、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）によるトンボの特徴や生息環境を公

開するなど、積極的な発信に取り組み、企業・団体の参画拡大や生物多様性の保全意識の向上に取り組んでいます。

作戦② 守ろう！

参画企業事業所内での協働池干し

作戦③ 知らせよう！
琵琶湖博物館での活動展示

企業連携による生物多様性の保全活動積水樹脂グループ生物多様性保全の活動方針

積水樹脂グループは、「生物多様性の保全」を社会的責任の重要な一つと捉え、
事業活動による生物多様性への負荷を認識し回避･低減することで

「生物多様性の保全」及び「持続可能な利用」につとめます。

地球環境調和型製品
の開発･普及を通じて、
「生物多様性の保全」

に貢献します。

指針 1
省エネルギー、省資源、
廃棄物・有害化学物質
使用削減などに継続して
取り組み、環境負荷の

低減につとめます。

指針 2
社会貢献活動として、
事業所の立地する自然
環境に応じた生態系の

保全活動を推進
します。

指針 3
生物多様性に関係する

諸団体との連携を深めると
ともに、情報発信を積極的

に行い「生物多様性の
保全」の普及につと

めます。

指針 4

環境コミュニケーション

「生物多様性びわ湖ネットワーク」が､「日本自然保護大賞2021」で大賞を受賞
～ 滋賀県に拠点を持つ企業8社が連携して、

100種のトンボを指標とした生物多様性保全活動を展開 ～

BBNは、今後も地域への社会貢献活動を通じて、生物多様性の保全および持続可能な社会の実現を目指します。

「日本自然保護大賞2021」
詳細につきましては、こちらをご覧ください⇒ 

旭化成株式会社、旭化成住工株式会社、オムロン株式会社、積水化学工業株式会社、

積水樹脂株式会社、ダイハツ工業株式会社、株式会社ダイフク、ヤンマーホールディングス株式会社

（※）生物多様性びわ湖ネットワーク参画企業（五十音順）

今回の受賞では、BBNが琵琶湖をフィールドに8社の企業が連携し、「トンボ」という一般にも分かりやすいテーマを設

定することで、活動の広がりをもち、地域の生物多様性の向上と普及啓発活動を合わせて実現していることが評価さ

れました。

「日本自然保護大賞」は、自然保護と生物多様性保全に大きく貢献した、すべての個人と団体、企業、自治体など

を表彰するものとして、日本自然保護協会が2014年度から開始した表彰です。7回目の開催となる今年は、応募さ

れた129件の活動から、保護実践部門、教育普及部門、子ども・学生部門の3部門の大賞が各1件、特別賞であ

る沼田眞賞１件、選考委員特別賞2件、入選20件が、2021年1月18日に発表され､3月13日に開催されたオン

ラインによる授賞記念シンポジウムでは、大賞および特別賞の合計6件について活動成果の発表が行われました。

（※）観察会は専門家同行のもとで行っており、採取したトンボは観察後リリースしています。

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

https://www.nacsj.or.jp/award/symposium_2021.php#anchor_cat02
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事業を通じて「社会の安全・安心」に貢献

これからも社会から信頼され続ける企業グループであるために

社会課題の解決に向けた、積水樹脂グループの主要な活動を

ご紹介します。

積水樹脂グループ企業行動指針

＜人権の尊重＞

1. 国内・外を問わず人権を尊重し、平等・公平に行動するとともに、従業員のゆとりと豊かさを実現し、安全で働きやすい

職場環境を確保します。

＜社会的責任＞

2. 顧客のニーズにかなう安全な製品・サービスを提供するとともに、正しい製品情報を適確に提供し、顧客の信頼と満足

を獲得します。

3. 公正かつ適正な取引関係の上に取引先との信頼関係を築き、相互の発展を図るとともに社会的信頼を高めます。

4. 株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行い、企業情報を積極的かつ公正に開示します。

＜法令等の遵守＞

5. あらゆる企業活動において法令・社内ルール等を遵守し、公正な企業活動を遂行します。

6. 個人情報や会社の機密情報は厳正に管理します。

7. 政治・行政とは健全かつ透明な関係を維持します。

＜反社会的勢力への対応＞

8. 社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは関係をもちません。

＜社会・環境との調和＞

9. 国内・外を問わず、その文化や習慣を尊重し、地域社会との共生を目指します。

10. 環境問題への取り組みは企業の存在と活動に必須の要件であることを認識し、積極的に推進します。

活動事例① 交通安全対策

テーマ

(背景)

交通事故死者数の約半数を占める歩

行中や自転車運転中の方々を事故か

ら守る安全対策が強く求められています。

交差点の歩行者安全対策

＜プロテクトボラード＞

自転車道の安全対策

SDGsへの貢献

活動事例② 防災・減災対策

(背景)

多発する自然災害の被害を軽減する

ために全国各地で様々な対策、整備が

進められています。

集中豪雨時の冠水対策

＜オプトマーカー冠水注意喚起システム＞

中小河川の水害対策 ＜小型IoT水位センサ＞

活動事例③ インフラの長寿命化対策

(背景)

インフラの老朽化防止・長寿命化のた

めの様々な対策、整備が進められてい

ます。

コンクリート構造物の老朽化対策

＜コンクリート片剥落防止システム＞

防音壁材の長寿命化

＜長耐久アルミ枠透明板＞

活動事例⑥ 新型コロナウイルス感染対策

(背景)

新型コロナウイルスとの共存を前提にし

た社会において、公共空間などにおける

飛沫感染抑制などが求められています。

新型コロナウイルス

感染対策製品

▶詳細を次ページ以降でご紹介

社会性報告

当社グループの取り組み SDGsへの貢献

社会貢献活動

事業を通じて
「社会の安全・安心」に貢献

従業員と社内風土、
労働安全衛生活動

コミュニケーション活動

■交通安全対策

■防災・減災対策

■インフラ長寿命化対策

■人手不足対策（省人・省力化）

■森林保全（森林吸収源対策）

■新型コロナウイルス感染対策

■地域社会への貢献

■事業と関連する社会貢献活動

■身近なところで取り組める社会貢献

■人権を尊重した企業経営

■働き方改革、働きがいの向上と人材育成

■労働安全衛生活動

■地域の皆様とのコミュニケーション

■ステークホルダーの皆様とのコミュニケーション

活動事例④ 人手不足対策（省人・省力化）

(背景)

少子・高齢化に伴う労働人口の減少を

受けて、様々な業界で、省人・省力化、

生産性の向上が課題となっています。

工場、物流現場での提案

活動事例⑤ 森林保全（森林吸収源保護）

(背景)

森林は、大気中の二酸化炭素を吸収・固定し、

温室効果ガスの吸収源として地球温暖化の防

止に貢献しており、適切な森林整備・保全を進

めることが課題となっています。

獣害対策の取り組み

＜幼齢木保護資材＞

製品紹介をご
確認頂けます。

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

https://www.sekisuijushi.co.jp/products/topics/with_corona_sjc200610.pdf
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テーマ
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SDGsへの貢献

活動事例② 防災・減災対策
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▶詳細を次ページ以降でご紹介

社会性報告

当社グループの取り組み SDGsへの貢献

社会貢献活動

事業を通じて
「社会の安全・安心」に貢献

従業員と社内風土、
労働安全衛生活動

コミュニケーション活動

■交通安全対策

■防災・減災対策

■インフラ長寿命化対策

■人手不足対策（省人・省力化）
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活動事例⑤ 森林保全（森林吸収源保護）

(背景)

森林は、大気中の二酸化炭素を吸収・固定し、

温室効果ガスの吸収源として地球温暖化の防

止に貢献しており、適切な森林整備・保全を進

めることが課題となっています。

獣害対策の取り組み

＜幼齢木保護資材＞

製品紹介をご
確認頂けます。

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

https://www.sekisuijushi.co.jp/products/topics/with_corona_sjc200610.pdf
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事業を通じて「社会の安全・安心」に貢献

活動事例① 交通安全対策 活動事例② 防災・減災対策

クルマの危険から歩行者を守る「高強度車止め」＜プロテクトボラード＞

生活道路や通学路で多発する痛ましい事故から歩行者を守るため、歩道への車両進入などによる事故から歩行者・

自転車利用者を保護する製品として、従来実現できなかった「車両の突破を防ぐ耐衝撃性能を備えた車止め」を開発

しました。性能確認のために実車衝突実験を実施し、優れた耐衝撃性能を証明しました。

自転車道の安全対策

歩行者・自転車・自動車が適切に分離された、安全で快適な自転車利用環境の整備が進められています。また、欧州に

おいては、コロナ禍にともない自転車利用を促進する目的で進められた自転車道整備事業で車線分離標「ポールコーン」

が採用されました。

集中豪雨時の冠水対策 ＜オプトマーカー冠水注意喚起システム＞

アンダーパス（交差する鉄道や道路などの下を通過するために、周辺より低くなっている道路）において、設置した排水ポン

プの能力を超える大雨となり冠水した場合に、道路利用者に対して 「オプトマーカー」の電光表示により通行規制の実施な

どの情報提供を行っています。

中小河川の水害対策 ＜小型IoT水位センサ＞

近年多発する豪雨災害によって、各地で自治体が管理する中小河川の氾濫による被害が生じています。しかし、水位計の

設置がきわめて少ない中小河川では、自治体職員が河川の状況を現地にて目視で確認している場合が多く、河川管理の

負荷軽減が課題となっています。 そこで、低コストで簡易な水位センサを開発し、センサの計測データをリアルタイムでクラウド

に収集し、水害リスク情報を遠隔で把握できるIoTサービスの提供により、地域防災力の向上に寄与します。

背景

通学中の児童を悲惨な交通事故から守るために、通学路・生活道路の安全確保に向けた対策整備が全国的に進めら

れています。当社グループは、交通安全製品のトップメーカーとして交通事故から歩行者を守る製品を総合的にご提案し

ています。

背景

台風や集中豪雨などの自然災害が増加し、激甚化する傾向にあるなか、当社グループは、長く培った防災・減災対策の

ノウハウと幅広い製品群による総合提案で「災害に強いまちづくり」をサポートしています。

■冠水注意喚起システム（オプトマーカーⅤ）

アンダーパス内の冠水状況を

冠水センサで検知して、電光表示

板の表示内容を状況に応じて3可

変で注意喚起します。

ポールコーン 【ジスロン(ヨーロッパ) B.V.】/イギリス案内サイン UPSシリーズ/福島県

ジスラインS 自転車マーク/福島県

車両進入防止車止め プロテクトボラード/東京都

実車衝突による性能確認試験

BSK-11

オプトマーカーⅤ 冠水注意喚起システム / 福島県

小型IoT水位センサ/滋賀県

試験動画をYouTube

でご確認頂けます。

「プロテクトボラード耐衝撃性

ボラードの性能確認試験」

当社グループの実績を

YouTubeでご確認頂

けます。

「イギリス自転車専用

道 車線分離標(ポール

コーン)設置実績」

製品説明ホームページ

をご確認頂けます。

「LED電光表示板 オプト

マーカーⅤ 製品紹介」

① 「 走行注意 」 ⇒

② 「 冠水注意 」 ⇒

③ 「 通 行 止 」

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイト
や外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、
表示・再生ができない場合があります。

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループ
サイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフト
によっては、表示・再生ができない場合があります。

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

https://youtu.be/Ws0XkbKft5s
https://www.sekisuijushi.co.jp/products/traffic/product/led_electric_light/
https://www.youtube.com/watch?v=v1NZKEML-Kk
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事業を通じて「社会の安全・安心」に貢献

活動事例③ インフラの長寿命化対策 活動事例④ 人手不足対策（省人・省力化）

コンクリート構造物の老朽化対策＜コンクリート片剥落防止システム＞【日本ライナー㈱】

橋梁などのコンクリート構造物の劣化や老朽化による剥落事故を防ぐ「コンクリート片剥落

防止システム」が、メンテナンス工事増加を背景に多数採用されました。環境配慮型塗

料をコーティングすることで、コンクリート構造物の剥落抑制・長寿命化に寄与します。

防音壁の長寿命化＜長耐久アルミ枠透明板＞

新幹線や道路に設置する防音壁材に使用される透明板（ポリカーボネート材）は、軽量で耐衝撃性に優れた素材で

すが、紫外線による透明性の低下や変色などの劣化が課題でした。防音壁材の長寿命化をはかるため、透明性が維持

でき、変色が抑えられる特殊なコーティング処理を施したアルミ枠透明板を開発しました。また、表面の汚れが落ち易く、

自浄性を備えているため、メンテナンス作業の負荷軽減にもつながります。

工場・物流現場への提案

背景

背景

国民生活やあらゆる社会経済活動を支えている道路・鉄道などのインフラの老朽化が社会的な課題となっています。

当社グループは、インフラの長寿命化につながる製品をご提案しています。

少子・高齢化に伴う労働人口の減少を受けて、様々な業界で、省人・省力化、生産性の向上が課題となっています。

当社グループは、工場や物流現場での梱包作業を自動化するストレッチ包装機や、仕分け・搬出作業の省人・省力化

に役立つデジタルピッキングシステムなどをご提案しています。

長耐久ポリカーボネート材

促進耐候性試験10000h後

■促進耐候性試験（SWOM JIS K7350-4)後の比較

従来のポリカーボネート材

促進耐候性試験5000h後

コンクリート片剥落防止システム / 埼玉県

長耐久アルミ枠透明板 / 愛知県

■ストレッチフィルム包装機

包装物に伸縮性のあるフィルムを巻き付ける「ストレッチフィルム
包装機」が、物流現場の人手不足による省人・省力化ニーズを
背景に導入がすすみました。

デジタルピッキングシステム製品は、ネット通販拡大を背景
に、物流施設などでの採用がすすみました。

■デジタルピッキングシステム 【積水樹脂キャップアイシステム㈱】

※工場や物流センターのピッキ
ング作業をデジタル表示器
で素早く正確に行うことがで
きます。

活動事例⑤ 森林保全（森林吸収源対策）

背景

森林は、大気中の二酸化炭素を吸収・固定し、温室効果ガスの吸収源として地球温暖化の防止に貢献しており、適切

な森林整備・保全を進めることが課題となっています。当社グループでは、農業・園芸資材のメーカーとして培ってきた技術

を活かし、獣害対策に貢献する製品をご提案しており、近年では、森林組合と連携して植林直後の幼木をシカなどの食

害から保護する資材を開発し、提案を進めています。

蛇腹状のチューブを引き上げてクリップで支柱と固定することで、苗木の食害を軽減できる製品です。

獣害対策の取り組み ＜スパイラルグリ－ン（幼齢木保護チューブ）＞

■スパイラルグリ－ン（幼齢木保護チューブ）

変色が進んでいません。 黄色く変色が進んでいます。

包装機の動作動画を

ご確認頂けます。

「ストレッチ包装機 各製品

の動作説明動画」

製品説明動画をご確認

頂けます。

「LEDポカヨケ・デジタルアソート

システム 説明動画」

紫外線による樹脂劣化に伴う黄変を抑える
事ができるコーティング処理を行っています。

施工動画をYouTube

でご確認頂けます。

「獣害防護資材 蛇腹式

幼齢木保護チューブ 施

工手順」

スパイラルグリーン（幼齢木保護チューブ）/ 静岡県

デジタルピッキングシステム / 物流施設（国内）

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

QRコードを、クリックまたは読み取ると当社グループサイトや外部動画サイトへ移動します。ご使用のソフトによっては、表示・再生ができない場合があります。

https://www.sjc-sogobutsuryushizai.jp/products/butsuryu/movie/#anc01
https://www.cap-ai.jp/content/movie.html
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事業を通じて「社会の安全・安心」に貢献

活動事例③ インフラの長寿命化対策 活動事例④ 人手不足対策（省人・省力化）

コンクリート構造物の老朽化対策＜コンクリート片剥落防止システム＞【日本ライナー㈱】

橋梁などのコンクリート構造物の劣化や老朽化による剥落事故を防ぐ「コンクリート片剥落

防止システム」が、メンテナンス工事増加を背景に多数採用されました。環境配慮型塗

料をコーティングすることで、コンクリート構造物の剥落抑制・長寿命化に寄与します。

防音壁の長寿命化＜長耐久アルミ枠透明板＞

新幹線や道路に設置する防音壁材に使用される透明板（ポリカーボネート材）は、軽量で耐衝撃性に優れた素材で

すが、紫外線による透明性の低下や変色などの劣化が課題でした。防音壁材の長寿命化をはかるため、透明性が維持

でき、変色が抑えられる特殊なコーティング処理を施したアルミ枠透明板を開発しました。また、表面の汚れが落ち易く、

自浄性を備えているため、メンテナンス作業の負荷軽減にもつながります。

工場・物流現場への提案

背景

背景

国民生活やあらゆる社会経済活動を支えている道路・鉄道などのインフラの老朽化が社会的な課題となっています。

当社グループは、インフラの長寿命化につながる製品をご提案しています。

少子・高齢化に伴う労働人口の減少を受けて、様々な業界で、省人・省力化、生産性の向上が課題となっています。

当社グループは、工場や物流現場での梱包作業を自動化するストレッチ包装機や、仕分け・搬出作業の省人・省力化

に役立つデジタルピッキングシステムなどをご提案しています。

長耐久ポリカーボネート材

促進耐候性試験10000h後

■促進耐候性試験（SWOM JIS K7350-4)後の比較

従来のポリカーボネート材

促進耐候性試験5000h後

コンクリート片剥落防止システム / 埼玉県

長耐久アルミ枠透明板 / 愛知県

■ストレッチフィルム包装機

包装物に伸縮性のあるフィルムを巻き付ける「ストレッチフィルム
包装機」が、物流現場の人手不足による省人・省力化ニーズを
背景に導入がすすみました。

デジタルピッキングシステム製品は、ネット通販拡大を背景
に、物流施設などでの採用がすすみました。

■デジタルピッキングシステム 【積水樹脂キャップアイシステム㈱】

※工場や物流センターのピッキ
ング作業をデジタル表示器
で素早く正確に行うことがで
きます。

活動事例⑤ 森林保全（森林吸収源対策）

背景

森林は、大気中の二酸化炭素を吸収・固定し、温室効果ガスの吸収源として地球温暖化の防止に貢献しており、適切

な森林整備・保全を進めることが課題となっています。当社グループでは、農業・園芸資材のメーカーとして培ってきた技術

を活かし、獣害対策に貢献する製品をご提案しており、近年では、森林組合と連携して植林直後の幼木をシカなどの食

害から保護する資材を開発し、提案を進めています。

蛇腹状のチューブを引き上げてクリップで支柱と固定することで、苗木の食害を軽減できる製品です。

獣害対策の取り組み ＜スパイラルグリ－ン（幼齢木保護チューブ）＞

■スパイラルグリ－ン（幼齢木保護チューブ）

変色が進んでいません。 黄色く変色が進んでいます。

包装機の動作動画を

ご確認頂けます。

「ストレッチ包装機 各製品

の動作説明動画」

製品説明動画をご確認

頂けます。

「LEDポカヨケ・デジタルアソート

システム 説明動画」

紫外線による樹脂劣化に伴う黄変を抑える
事ができるコーティング処理を行っています。

施工動画をYouTube

でご確認頂けます。

「獣害防護資材 蛇腹式

幼齢木保護チューブ 施

工手順」

スパイラルグリーン（幼齢木保護チューブ）/ 静岡県

デジタルピッキングシステム / 物流施設（国内）
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